2002ネン ノ セカイ ノ フトウコウ ケンキュウ ノ ガイカン : ERIC オヨビ PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS ノ ブンケン カラ by 佐藤 正道 & Masamichi Sato
          ２００２年の世界の不登校研究の概観 
          －ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献から－ 
 
                                                                  佐藤正道 
 
                                      要 約 
 日本の不登校の問題を考える上で，常に世界の研究に目を向け続けることは必要である。筆
者は 1980 年から 1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として 1991 年から 1 年毎に
ERIC および  PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の不登校との関連が考えられるキーワード
school  
attendance，school dropouts，school phobia ，school refusal を持つ文献を分類してきている。そ
の継続研究として 2002 年の文献 93 件について取り上げ分類し検討を加えた。 
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  Ⅰ はじめに 
 筆者(1992a)は，諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で，ERIC および
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の school attendance, school dropouts, school phobia, school 











準で 12 年分の作業をし，世界での傾向を把握する基礎研究の 2002 年分である。 
 ERIC では，school attendance に関する文献が 72 件，school dropouts に関する文献が 45 件，
school phobia に関する文献が 2 件，school refusal に関する文献が 2 件であった。一方，DIALOG
データベースでの PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関する文献が 85
件，school dropouts に関する文献が 35 件，school phobia に関する文献が 15 件，school refusal
に関する文献は 24 件であった。 
 ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS データベース 280 件の文献の中で不登校との関
連が考えられる 93 件について，キーワード毎に分類し，研究の概観をする。 
 
 Ⅱ 各キーワード毎の研究の概観 
 ここで取り上げる研究は， 2003 年 6 月末現在， ERIC および PSYCHOLOGICAL 
ABSTRACTS(PsycINFO データベース)において検索し，不登校との関連が考えられる 2002 年
分として収録されている文献である。ここでは，日本の高等学校に対応する学年までの不登校
との関連が考えられる文献を取り扱っている。 
  １ school attendance に関する研究の概観 
  attendance をキーワードに持つ文献 157 件のうち，関連の考えられる 27 件について概観する
ことにする。ERIC では 72 件のうち 8 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，85 件のうち
19 件を取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 16 件，英国が 2 件，オーストラリア，
南アフリカ，イタリア，インド，日本，フィンランド，タンザニア，イスラエルがそれぞれ 1
件である。 


























 Lim と Lubitz(2002)は，慢性疲労症候群の青年に関する集中的多面的訓練入院患者プログラ
ムについて論じている。追跡調査の質問紙が，慢性疲労症候群入院患者プログラムを Austin and 







 Heyneら(2002)は，school attendanceとも関連するが，むしろ school refusalの関連が強いので，
school refusal で取り上げることとする。 
 Barber(2002)によると，経済学者は最近，いくつかの国の経済が他の国々り急速に成長する
理由に関する説明を求めて家族変数に目を向けているという。ここでは，親の投資と人間の資








の眠気および昼間の行動の間の関係を調査研究している。14.1～18.6 歳の 6,631 人のイタリア
人の高校生が，睡眠，眠気，薬物使用，不安，抑うつ気分，眠り薬の使用，登校状況，朝と夜
の尺度に関する項目を含む包括的な学校睡眠習慣調査のアンケートの回答を行ったという。対


























































































 Hayashi と Katada(2002)は，知的障害のある子どもと成人の親に対して，それぞれの子ども

















的に重要な 2 変量関係が見られたという。また，これらの 2 つの変数は，低収入，片親状態，
親の喫煙と危険な行動，および子どもの反社会的行動と成績についての親の格付けを含めた多
変量モデルにおいて，かなり肯定的に登校状況と関連することが分かったと述べている。 
 Williams ら(2002)は，成績と都市環境のアフリカ系アメリカ人の 1 年生に対する関連する要
因の数との間の関係を調査研究している。生活環境，親戚，友人の信仰心，成績が明らかにな
ること，近隣の認識が，学校を修了しようとする意志，学業成績換算評点(GPA)，停学の数に




 Casa-Gil ら(2002)は，school attendance とも関連するが，school dropouts との関連で取り上げ
ることとする。 
 Paavonen ら(2002)は，学校での睡眠の問題と精神医学的兆候との関係を評価している。8 歳
から 9 歳の 5,813 人の児童が，普通学校から無作為抽出されたという。親と子どもの睡眠に関
する問題の両方について考慮されたという。精神医学的兆候については，Rutter の B 尺度の教






























 Place ら(2002)は，school attendance にも関連するが，school refusal において取り上げること
にする。 
 
 ２ school dropouts に関する研究の概観 
  2002 年の dropouts をキーワードに持つ文献 80 件のうち，関連の考えられる 42 件について概
観することにする。ERIC では 45 件のうち 20 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，35
件のうち 22 件を取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 32 件，オーストラリアが 4
件，メキシコ，カナダ，英国，スペインが，それぞれ 1 件である。 
 Marjoribanks(2002a)は，兄弟姉妹の変数，環境の影響，中途退学の可能性との関係を調査研
究している。データは，4,096 人の少年と 4,570 人の少女のオーストラリア人から得られたとい
う。結果によると，末端の関係と最初の学習環境の基準を考慮した後，兄弟姉妹の変数は，青
年男女の中途退学の行動と小さいけれども重要な関係を維持し続けたと述べている。 
 Tramontina ら(2002)は，ブラジルのポルトアレグレの州立学校の 3 年生と 4 年生の潜在的精
神遅滞と中途退学との関係を評価している。この事例統制研究では，中途退学の 44 人の生徒，
登校を続けている 44 人の統制群の生徒が，語彙と WISC-Ⅲによって IQ を決定されたという。





という。潜在的精神遅滞の IQ が 70 よりも低い子どもは，中途退学に対してかなり高いリスク
があり，特定の教育的戦略を提供できるように，学校で確認される必要があると結論づけられ
ると述べている。 

























  Snow ら(2002)によると，財政的誘因が，親の教育プログラムにおける消耗に関するこれま
での研究でのいくつかの欠けている変化を説明することができるかどうかを調査することを目
的としているという。研究に参加しているのは，合衆国の南東部の郊外の公立学校の生徒のい






  Aloise-Young ら(2002a)は，スペイン系の青少年での教育的到達と喫煙と認識される健康との
関係を調査研究している。調査研究の参加者には，12 歳～21 歳の 3,360 人のメキシコ系アメリ
カ人，非スペイン語系の白人の青少年が含まれているという。対象者には，中途退学者，学習
上の危機的な状態にある生徒と統制群の生徒が含まれているという。統制群の生徒と比較して，






























  Hunt ら(2002)は，校内暴力と中途退学を取り上げ，学校と関連するものと学校環境の基本的
な要素が予防と介入の努力を誘導するべきであると提案している。データは北部ジョージアに
ある小さな都市の学区の 5 つの学校から集められたという。集団面接と個別面接が，地区全体












































授業日を飛ばすこと，中途退学という 5 つの変数を特定したと述べている。 
  Jeffries ら(2002)は，非常に小さい都市の公立オルタナティブスクールへの転校を希望したま































う大人の責任という 4 つのグループに分類されたという。中途退学の状態は，中等学校では 8









～21 歳の男女 277 人が彼らの学校と中途退学後の体験について面接をされたという。研究結果
から，それぞれが中途退学をした時に，障害の状態のような要因や自己認識が，教育への参加
に影響を与えることが分かったと述べている。 




































































動上の障害のある 33 人の高校生との面接を行っている。5 つの質問に対する生徒の応答から分
類がなされたという。結果によると，行動上の障害のある生徒が高等学校を卒業することを援
助するかも知れない教師，教育課程，管理者に対する変化が示唆されていると述べている。 

































  3   school phobia に関する研究の概観 
 2002 年の school phobia をキーワードに持つ文献 17 件のうち，関連の考えられる 11 件につい
て概観することにする。ERIC では 1 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では 10 件見出され
た。なお，国別では，アメリカ合衆国が 6 件，英国が 2 件，オーストラリア，南アフリカがそ
れぞれ１件である。 
  Kurlan ら(2002)は，子どものトウレット症候群(TS)と精神病理学との関係について調査研究







  Muris ら(2002)は，南アフリカ共和国の普通の生徒の多数の事例で DSM-IV で定義される不
安障害の兆候を調査研究している。8 歳～13 歳の子ども達は，Spence 児童不安尺度（SCAS）
と情緒障害に関する児童不安検査 41 項目版（SCARED）の自己報告質問紙を行ったという。











基礎を調査研究している。３群は，12～20 歳の 224 人の高校生，19～47 歳の 607 人の大学生，






  Neal ら(2002)は，社会恐怖，広場恐怖症，一般的不安とパニック，うつ状態についての質問
紙によって評価された様々な精神健康の問題に対する傾向，児童の社会的恐怖および学校の恐
怖と非社会的恐怖と病気の行動抑制の 2 つの潜在的次元，知覚作用の感度の間の関係を調査研


























  Gadow ら(2002)は，ある大きな地域社会を基盤とする児童青年の事例でのチック行動との精
神医学的兆候の重複する広がりを調査研究している。年齢，性別，民族での集団の違いが調べ
















が含まれており，子どものうちの 3 人には，登校拒否行動も現れていたという。3 群のそれぞ
れに対する基準線の期間は，1,2 そして 3 週間と変化し進行したという。依存尺度には，診断
の状態，児童の不安の重篤度についての毎日の児童と親の格付け，児童と親が行った質問紙が
含まれていたという。結果から，集団認知行動療法は，一般に診断的に異質の集団で治療処置
をされる若者の不安兆候を減少させるのに有効であり，利得が 6 ヶ月あるいは 12 ヶ月の追跡調
査でも持続しているということが分かったと述べている。 




安について親と児童の報告が調べられている ADHD 重複の 75 人の臨床的に治療を受けている
精神刺激薬の薬物治療に敏感な 6～12 歳の児童に対して，横断的研究が行われたという。また，







  Kearney ら(2002)は，school phobia にも関連するが，school refusal とも関連しているので，






不登校については，第 2 部で，登校拒否と分離不安との関連で取り上げられている。 
  Schirduan と Miller(2002)は，子どもの情緒的関心が満たされないならば，認知的学習のどの
ような試みも役に立たないだろうと示唆している。学校ピクニック，読書の夜，学級訪問，選
択家庭訪問による家庭から学校への移行を円滑に行う Right Start プログラムについて述べてい
る。家庭訪問による変化と不安についての教師の不確実性のような実行に対する幾つかのあり
得る障害について取り上げている。 
 Place ら(2002)は，school phobia にも関連するが，school refusal において取り上げることとす
る。 
 
 4  school refusal に関する文献 
 2002 年の school refusal をキーワードに持つ文献 26 件のうち，関連の考えられる 13 件につい
て概観することにする。ERIC では 2 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，24 件見出さ
れた。なお，国別では，アメリカ合衆国が 9 件，日本が 2 件，オーストラリア，英国がそれぞ


















教師に加え，登校拒否行動のある 2 つの事例が評価され，SRAS-R の再試験信頼性と評価者間
信頼性，構造的共存的妥当性を決定するために評価がなされたという。尺度は，十分な心理測
定強度を有していることが分かったという。 
  Heyne ら(2002)は，不安を基底とする登校拒否の治療処置における児童セラピー，親教師訓
練，および児童セラピーと親教師訓練の組み合わせついての相対的な効果を評価している。61











否の 16 と 17 歳の 2 人のケース研究をここでは述べている。 












限なしで適用されるコラージュ療法の効力について調査研究を行ったという。1 年 2 ヶ月から 1







  Harada ら(2002)は，単独の注意欠損多動性障害(ADHD)や反抗挑戦性障害(ODD)と比較して，
ADHD と ODD との重複障害の心理社会的特性を調査研究している。ODD と ADHD の重複障
害の 31 人の 7 歳から 14 歳の対象者を，ADHD と ODD の 23 人に対して，客観的な評価尺度を
含む様々な検査項目によって比較したという。重複障害群は ADHD 群や ODD 群よりも児童抑
うつ検査や児童のための不安評価尺度(STAI)で高い得点となっており，ADHD 群よりも教師と
の関係で，ADHD 群あるいは ODD 群よりも友人との関係で，母親との関係では ADHD 群より
も多く，また ODD 群よりも問題が少ないと述べている。登校拒否は，ADHD 群よりもしばし
ば，一方 ODD 群よりも少なく，重複障害群で起こっているという。また，重複障害群は ADHD
群や ODD 群よりも多くの心理社会的問題を抱えていると述べている。 
























のセッションでは，娘は 3 週間で 3 日間だけ登校せず，家族と治療者は，現れた問題が解決さ
れたので，治療を終結することで治療を終えることに同意したという。１年後の追跡調査で，
娘は後に，良い成績を収め，規則的に登校し，別の生徒と友情を育んでいると述べている。 




















 Ⅲ おわりに 
 2002 年の ERIC と PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS における不登校に関連すると考えられる






よりも中途退学にアメリカ合衆国では目を向けている文献が多い。LD や ADHD などの学習障
害と不登校とのケースの記述が今年度も見られているので来年度も目を向けていきたい。 
 2002 年の ERIC では，school attendance に関する文献が 72 件，school dropouts に関する文献
が 45 件，school phobia に関する文献が 2 件，school refusal に関する文献が 2 件であった。一
方，DIALOG データベースでの PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関す
る文献が 85 件，school dropouts に関する文献が 35 件，school phobia に関する文献が 15 件，school 
refusal に関する文献は 24 件であった。2002 年の検索文献総数は 280 件であり，このうち 93
件について取り上げた。検索文献件数は，1997 年 101 件，1998 年 95 件，1999 年 118 件，2000
年 166 件，2001 年 289 件であり，今年は昨年とほぼ同数の件数になっている。経年変化につい
ては，別にまとめるが，増減については今後も注目しておきたい。 
 基礎研究としての ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献を用いた世界の不登
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